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議
員
提
出
議
案

第１回定例会　こんなことが決まりました
 

第
１
回
定
例
会
は
３
月
２

日
〜
20
日
ま
で
19
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、町
長
提
出
の

29
案
件
が
上
程
さ
れ
審
議

し
、う
ち
16
案
件
を
即
決
。

介
護
支
援
関
連
の
条
例
制

定
と
国
保
税
条
例
改
正
、

介
護
保
険
条
例
改
正
の
３

案
件
は
議
員
発
議
の
国
保

条
例
改
正
議
案
、介
護
保

険
条
例
改
正
の
修
正
案
と

と
も
に
文
教
厚
生
委
員
会

（
６
日
）に
付
託
。２
日
目

は
、新
年
度
の
一
般
、特
別
、

事
業
の
各
会
計
予
算
10
案

件
を
審
議
し
た
上
で
予
算

審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
て
付
託（
７
〜
８
日
）し

ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
12
、13
日
に

行
い
、10
名
の
議
員
が
町

政
課
題
に
つ
い
て
質
問
・
提

言
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、文
教
厚
生

委
員
会
と
予
算
審
査
特
別

委
員
会
の
審
査
結
果
報
告

を
う
け
、こ
の
日
に
提
出
さ

れ
た
新
年
度
一
般
会
計
予

算
修
正
案
と
と
も
に
採
決

を
行
う
と
と
も
に
、議
員

提
出
の
意
見
書
３
件
が
上

程
さ
れ
審
議
・
採
決
を
行
い

ま
し
た
。

提
出
区
分

平群町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準等に関
する条例の制定について
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について
平群町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

平群町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
平群町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及
び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例について
平群町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定
介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

平群町介護保険条例の一部を改正する条例について
平群町国民健康保険条例の一部を改正する条例について

平群町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について
平成２９年度平群町一般会計補正予算（第6号）について
平成２９年度平群町国民健康保険特別会計補正予算（第4号）について
平成２９年度平群町下水道事業特別会計補正予算（第3号）について
平成２９年度平群町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について
副町長の選任に同意を求めることについて

監査委員の選任に同意を求めることについて
教育長の任命に同意を求めることについて

固定資産評価審査委員会委員の選任に同意を求めることについて
固定資産評価員の選任に同意を求めることについて
人権擁護委員候補者の推せんにつき意見を求めることについて
平成３０年度平群町一般会計予算について
平成３０年度平群町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について
平成３０年度平群町国民健康保険特別会計予算について
平成３０年度平群町水道事業会計予算について
平成３０年度平群町下水道事業会計予算について
平成３０年度平群町農業集落排水事業特別会計予算について
平成３０年度平群町学校給食費特別会計予算について
平成３０年度平群町介護保険特別会計予算について
平成３０年度平群町奨学資金貸付事業特別会計予算について
平成３０年度平群町後期高齢者医療特別会計予算について
平群町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
平群町介護保険条例の一部を改正する条例に対する修正動議
平成３０年度平群町一般会計予算に対する修正動議

県立高校再編成に関する意見書（案）

洪水回避等を目的とした流量確保のための中小河川の河道掘削
の予算の確保を求める意見書（案）

国民健康保険事業納付金については事業実績にもとづいて翌年
度に精算することを求める意見書（案）
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議決結果議　　　　案　　　　名

山

本

隆

史

城

内

敏

之

井

戸

太

郎

森

田
　

勝

稲

月

敏

子

山

口

昌

亮

植
田
い
ず
み

髙

幣

幸

生

窪
　

和

子

下

中

一

郎

馬

本

隆

夫

山

田

仁

樹

町

長

提

出

議

案

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

議決結果賛否一覧 ○賛成　●反対（議長は、可否同数のとき議案の可否を決定します）
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3月議会に上程された議案及び
質疑を紹介します。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

特
殊
勤
務
手
当
の
う
ち
、
町
税
徴
収

手
当
、
環
境
衛
生
業
務
手
当
、
出
納
業

務
手
当
、
乗
務
手
当
を
引
き
続
き
１

年
間
不
支
給
に
す
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

　
　
　
　

毎
年
出
て
る
議
案
。
い
つ

か
ら
続
い
て
る
の
か
。
本
来
支
給
す

れ
ば
、
そ
の
経
費
は
。

　
　
　
　

こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た

の
は
平
成
20
年
度
か
ら
。
影
響
額
は

28
年
度
決
算
ベ
ー
ス
で
１
４
０
万
円

程
度
と
な
っ
て
い
る
。

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

　

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
共
生

型
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
医
療
院
の
創
設

な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定

介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

　

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の

人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予

防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
の
改
正
に
伴
い
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
前
住
所
地

特
例
適
用
者
が
75
歳
到
達
時
に
加
入

す
る
後
期
高
齢
者
医
療
は
前
住
所
地

の
広
域
連
合
へ
の
加
入
と
な
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

補
正
総
額
は
１
億
４
０
６
７
万
５

千
円
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
人
件

費
の
調
整
で
２
４
１
３
万
７
千
円
、

し
尿
処
理
費
７
７
８
万
９
千
円
、
教

育
関
連
６
０
３
万
円
を
減
額
。
国
民

健
康
保
険
会
計
操
出
金
５
７
０
７
万

７
千
円
、
治
山
事
業
費
２
１
７
５
万

７
千
円
、
農
業
関
連
災
害
復
旧
費
１

４
３
３
万
６
千
円
、
北
小
学
校
の
エ

ア
コ
ン
整
備
事
業
費
６
３
５
４
万

円
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
操
出

金
２
０
０
０
万
円
を
増
額
し
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
歳
出
の
事
業
費
増
加

に
伴
い
国
庫
支
出
金
１
９
３
０
万
８

千
円
、
県
支
出
金
６
３
２
６
万
６
千

円
を
増
額
し
、
北
小
学
校
の
エ
ア
コ

ン
整
備
と
治
山
事
業
の
一
部
に
つ
い

て
は
町
債
５
６
６
０
万
円
を
発
行
し

ま
す
。

主
な
質
疑

　
　
　
　

北
小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
教
室
な
の

か
、
ま
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　
　

普
通
学
級
12
、
特
別
支
援

２
、
そ
の
他
６
の
20
教
室
に
絞
り
込

ん
で
い
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
３

月
中
に
工
事
発
注
の
準
備
、
４
〜
５

月
に
業
者
の
選
定
を
行
い
、
６
月
議

会
に
工
事
請
負
契
約
の
議
案
を
上
程

し
、
議
決
を
得
れ
ば
、
夏
休
み
中
に

工
事
を
実
施
し
て
９
月
か
ら
供
用
開

始
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

南
小
学
校
は
新
年
度
予
算

で
エ
ア
コ
ン
設
置
の
設
計
費
が
計
上

さ
れ
設
置
の
方
向
に
な
っ
た
が
、
中

学
校
に
つ
い
て
の
計
画
は
。

　
　
　
　

小
学
校
の
次
は
中
学
校
と

の
思
い
は
あ
る
が
、
時
期
は
未
定
。

　
　
　
　

新
規
に
職
員
は
採
用
し
な

い
と
の
方
針
だ
が
、
退
職
者
が
出
て

い
る
。
こ
の
辺
の
整
合
性
は
。
ま

た
、
教
育
委
員
会
の
超
過
勤
務
手
当

が
増
額
に
な
っ
た
要
因
は
。

　
　
　
　

当
初
、
予
定
の
な
か
っ
た

昨
年
末
に
２
名
が
退
職
し
た
が
補
充

は
し
な
い
。
職
員
も
３
年
間
、
採
用

を
凍
結
す
る
。
２
名
分
に
つ
い
て
は

業
務
改
善
で
吸
収
す
る
か
、
場
合
に

よ
っ
て
は
臨
時
職
員
で
対
応
す
る
。

超
勤
の
増
加
は
国
民
文
化
祭
の
イ
ベ

ン
ト
と
会
計
検
査
が
２
回
入
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
。

　
　
　
　

若
井
火
葬
場
の
撤
去
作
業

３
４
０
万
円
が
繰
越
明
許
に
な
っ
て
い

る
が
、
な
ぜ
工
事
を
し
な
い
の
か
。

　
　
　
　

火
葬
場
の
底
地
や
墓
地
の

管
理
面
で
地
元
と
協
議
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
撤
去

の
話
を
進
め
て
い
る
。

次
頁
へ
続
く
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緑
ヶ
丘
の
コ
ミ
プ
ラ
が
公

共
下
水
道
に
未
接
続
と
い
う
こ
と
で

減
額
に
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
う

い
う
こ
と
か
。

　

  　
　

緑
ヶ
丘
の
２
カ
所
の
コ
ミ

プ
ラ
を
接
続
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、

不
明
水
、
雨
水
の
浸
入
水
が
な
か
な

か
改
善
さ
れ
ず
今
年
度
の
接
続
を
断

念
し
た
。
新
年
度
に
接
続
す
る
つ
も

り
を
し
て
い
る
。

　

  　
　

文
化
セ
ン
タ
ー･

図
書
館
建

設
事
業
で
１
６
２
０
万
円
の
翌
年
度

繰
り
越
し
が
あ
る
が
説
明
を
。

　

 
 

　
　

基
本
設
計
、
実
施
設
計
業

務
の
請
負
額
は
約
６
８
０
０
万
円
。

基
本
設
計
に
利
用
者
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
た
め
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
、
多
く
の
ご
要
望
を
い
た
だ

い
た
。
そ
れ
に
時
間
を
要
し
、
業
務

が
２
カ
月
程
度
遅
れ
る
こ
と
に
な

り
、
３
月
末
で
図
面
関
係
は
ほ
ぼ
終

わ
る
が
、
積
算
業
務
と
申
請
業
務
が

残
る
こ
と
か
ら
繰
越
明
許
費
を
設
定

し
た
。

　

  　
　

道
路
橋
梁
費
で
９
３
６
４

万
円
の
新
年
度
へ
の
繰
り
越
し
に
つ

い
て
説
明
を
。

　

 
 

　
　

繰
り
越
し
の
大
半
は
、
都

市
計
画
道
路
西
線
の
暫
定
道
路
事
業

費
約
７
５
０
０
万
円
。
あ
と
は
平
群

駅
前
線
の
拡
幅
に
伴
う
建
物
補
償
と

竜
田
川
ま
ほ
ろ
ば
遊
歩
道
整
備
が
遅

れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
新
た
に
、

ゆ
め
さ
と
こ
ど
も
園
前
の
歩
道
の
延

長
工
事
を
早
急
に
着
工
で
き
る
よ
う

現
予
算
で
捻
出
し
て
繰
り
越
し
と
し

て
対
処
し
て
い
る
。

　
  　

　

今
回
の
補
正
で
不
用
額
を
計

上
し
て
い
る
が
、
不
用
額
は
通
常
、
決

算
で
出
し
て
い
る
。
歳
出
に
対
し
て
歳

入
が
足
り
な
い
場
合
は
基
金
の
取
崩
で

調
整
す
る
が
、
基
金
が
１
億
数
千
万
円

に
な
っ
て
い
る
状
況
で
は
そ
れ
は
し
た

く
な
い
。
確
定
し
た
部
分
だ
け
不
用
額

で
対
応
し
た
の
か
。

　

 
 

　
　

歳
入
の
不
足
分
に
つ
い
て

は
、
な
る
べ
く
既
存
財
源
の
中
で
確

保
す
る
と
い
う
こ
と
で
歳
出
の
減
額

補
正
（
不
用
額
）
を
あ
げ
た
。

　

  　
　

先
日
の
全
員
協
議
会
で
今
年

度
の
実
質
単
年
度
収
支
予
測
を
６
９
０

０
万
円
の
赤
字
と
し
て
い
た
が
、
今
回

の
補
正
も
加
味
し
た
も
の
か
。

　

 
 

　
　

収
支
見
込
み
に
つ
い
て
は

今
回
の
補
正
も
加
味
し
た
も
の
。

　

  　
　

 

北
小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
つ
い
て
は
も
と
も
と
新
年
度
予

算
で
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
補
正

に
計
上
し
た
理
由
は
。

　

  　
　

 

国
の
補
正
予
算
の
中
に
学
校

施
設
の
整
備
事
業
が
あ
り
、
こ
の
ほ
う

が
財
政
的
に
有
利
な
こ
と
か
ら
手
を
あ

げ
た
。
補
助
金
と
残
り
が
起
債
で
充
当

率
１
０
０
％
、
後
年
度
に
交
付
税
算
入

50
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

  　
　

 

国
保
会
計
へ
の
操
出
金
５

７
０
７
万
７
千
円
。
保
険
基
盤
安
定

分
の
繰
り
出
し
と
い
う
こ
と
で
、
当

初
予
算
と
合
わ
せ
て
１
億
３
千
万
円

に
な
る
。
国
保
税
が
大
幅
に
ア
ッ
プ

し
た
こ
と
で
減
免
に
要
す
る
費
用
も

大
き
く
増
加
す
る
。
当
初
予
算
で
計

上
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

　

  　
　
　

税
率
改
正
し
て
、
こ
の
こ

と
は
予
測
し
て
い
た
が
、
精
査
が
出

来
て
い
な
か
っ
た
。

平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　

国
保
税
の
減
免
額
の
増
加
に
よ
る

税
収
入
の
減
額
分
を
一
般
会
計
か
ら

の
保
険
基
盤
安
定
化
繰
入
金
で
補

い
、
そ
の
う
ち
保
険
者
支
援
分
は
歳

入
欠
陥
補
填
収
入
を
減
額
す
る
も
の

で
す
。

主
な
質
疑

　

  　
　
　

今
年
度
の
実
質
単
年
度
収

支
に
つ
い
て
、
２
月
の
国
保
運
営
協

議
会
で
は
１
億
円
の
黒
字
。
実
質
収

支
は
前
年
度
の
１
億
１
４
４
０
万
円

の
赤
字
か
ら
１
４
５
０
万
円
程
度
に

な
る
と
の
説
明
だ
っ
た
。
そ
れ
以
降

の
状
況
と
今
回
の
補
正
も
含
め
て
、

現
時
点
で
今
年
度
の
収
支
を
ど
の
よ

う
に
み
て
い
る
の
か
。

　

 
 

　
　

今
回
補
正
し
た
保
険
基
盤

安
定
分
は
運
営
協
議
会
時
点
で
反
映

し
て
い
る
。
国
か
ら
の
療
養
給
付
負

担
金
も
県
へ
出
し
て
い
る
数
字
を
そ

の
ま
ま
出
し
て
い
る
。
た
だ
、
調
整

交
付
金
は
法
定
ど
お
り
入
れ
て
い
る

も
の
の
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
状

況
で
未
定
の
部
分
が
あ
る
が
、
２
月

の
運
営
協
議
会
の
決
算
見
込
み
と
あ

ま
り
乖
離
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

町議会をネットで
傍聴できます

平群町議会は、本会議の模様をインターネット
で平成26年９月議会から録画配信しています。
町のホームページからアクセスできます。
（Windows Media Playerが必要です。）

同　意
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議 会 の 動 き
議会運営委員会 ２月１６日（金）
※平成３０年平群町議会第１回定例会の議会運
営について

駅周辺整備事業特別委員会
２月２２日（木）

※駅周辺整備事業の進捗状況と清算金について

公共交通対策特別委員会 
２月２6日（月）

※コミュニティバス運行事業の現状報告とルー
ト・ダイヤ改正（案）について

全員協議会 ２月２6日（月）
※平成３０年度予算における（仮称）平群町文化セ
ンター・図書館建設事業について
※今後の財政状況について

議員提出議案

提出者　山口　昌亮
賛成者　植田　いずみ、稲月　敏子

平群町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例について（否決）

提出者　山口　昌亮
賛成者　植田　いずみ、稲月　敏子

平群町介護保険条例の一部を改正す
る条例に対する修正動議（否決）

提出者　山口　昌亮
賛成者　植田　いずみ、稲月　敏子

平成30年度平群町一般会計予算に
対する修正動議（否決）

提出者　稲月　敏子
賛成者　植田　いずみ、山口　昌亮

県立高校再編成に関する意見書（案）（否決）

提出者　山口　昌亮
賛成者　植田　いずみ、稲月　敏子

国民健康保険事業納付金については事
業実績にもとづいて翌年度に精算する
ことを求める意見書（案）（否決）

提出者　窪　　和子
賛成者　髙幣　幸生

洪水回避等を目的とした流量確保の
ための中小河川の河道掘削の予算の
確保を求める意見書（案）（原案可決）

同　意同　意同　意

　西脇洋貴氏を副町長に
選任することを全会一致
で同意しました。

西脇 洋貴　氏
　　　住所　平群町吉新

副町長

人権擁護委員候補者の推薦

　森田アイ子氏は適任で
あるとの意見で答申する
ことに全会一致で承認し
ました。

　岡弘明氏を教育長に任
命することを全会一致で
同意しました。

岡　弘明　氏
　　　住所　平群町梨本

教育長

　近藤恭子氏を監査委員
に選任することを全会一
致で同意しました。

近藤 恭子　氏
　　　住所　東大阪市

監査委員

　大西　晃氏を固定資産
評価審査委員会委員に選
任することを全会一致で
同意しました。

大西　晃　氏
　　　住所　大阪市中央区

固定資産評価審査委員会委員

　西脇洋貴氏を固定資産評価員に選任するこ
とを全会一致で同意しました。

西脇 洋貴　氏
　　　住所　平群町吉新

森田 アイ子　氏
　　　住所　平群町下垣内

固定資産評価員
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予
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告

一 

般 

会 

計

反　

対　

討　

論

賛　

成　

討　

論

文
教
厚
生
委
員
長
報
告

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
の
基
準

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

こ
の
条
例
は
、
介
護
保
険
法
の
改

正
に
よ
り
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

の
指
定
権
限
等
が
県
か
ら
町
に
移
譲

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
指
定
居
宅
介
護

支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
の

基
準
等
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の

指
定
が
奈
良
県
か
ら
平
群
町
に
移
譲

さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
り
何
が
変
わ

る
の
か
。

　
　
　
　

特
に
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
　

平
群
町
内
で
の
条
例
の
対

象
と
な
る
事
業
所
数
は
。

　
　
　
　

２
月
１
日
現
在
、
11
事
業

所
が
対
象
で
あ
る
。

　
　
　
　

条
例
対
象
事
業
者
の
認
識

度
合
は
。

　
　
　
　

か
な
り
前
か
ら
国
が
進
め

て
お
り
、
対
象
と
な
る
事
業
所
も
認

識
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、

介
護
支
援
専
門
員
に
関
し
て
は
、
経

過
措
置
が
あ
る
に
せ
よ
、
33
年
４
月

以
降
は
主
任
介
護
支
援
専
門
員
が
い

な
い
と
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

今
後
、
指
定
権
限
が
町
に
な
る
の
で
、

し
っ
か
り
と
説
明
し
て
い
き
た
い
。

　

討
論
な
く
、
全
員
異
議
な
く
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て〈
議
員
発
議
〉

　

こ
の
条
例
は
、
保
険
料
率
を
昨
年

度
比
１
・
６
倍
の
ま
ま
維
持
し
て
い

る
の
で
、
県
内
で
も
飛
び
抜
け
て
高

い
。
加
入
者
住
民
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
奈
良
県
が
示
し
た
36
年
度

統
一
料
率
に
合
わ
せ
、
保
険
料
率
を

変
更
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　

平
成
30
年
度
、
県
の
算
定

し
た
納
付
額
を
元
に
平
群
町
の
標
準

保
険
料
率
を
県
が
示
し
て
い
る
が
、

県
の
標
準
料
率
と
現
在
の
平
群
町
の

料
率
の
比
較
に
つ
い
て
提
出
者
の
考

え
は
？

　
　
　
　
　
　
　

県
は
被
保
険
者
５

０
９
９
人
と
し
、
納
付
額
を
約
６
億

２
４
７
１
万
円
と
し
た
。
し
か
し
現

状
の
被
保
険
者
５
０
０
０
人
余
で
５

億
８
４
４
７
万
円
に
な
る
。
４
０
０

０
万
円
ほ
ど
差
が
出
る
。
さ
ら
に
30

年
度
は
４
９
５
０
人
と
し
て
予
算
を

組
ん
で
お
り
、
そ
の
場
合
、
５
億
１

４
３
２
万
円
と
な
る
。
約
７
０
０
０

万
円
の
差
が
出
る
。

　
　
　
　

県
へ
の
納
付
額
に
つ
い
て
、

県
の
積
算
は
現
実
の
30
年
度
の
被
保

険
者
と
71
名
も
の
差
が
あ
る
が
、
県

は
平
群
町
の
実
数
に
合
わ
せ
て
く
れ

る
の
か
？

　
　
　
　

県
は
も
と
も
と
27
年
４
月

〜
29
年
10
月
で
５
３
１
９
人
と
し
て

積
算
。
町
が
要
請
し
て
、
29
年
10
月

末
で
の
確
定
値
５
０
９
９
人
で
の
積

算
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
30
年
度
１

月
末
確
定
人
数
５
０
２
８
人
に
合
わ

せ
る
の
は
難
し
い
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　
　

被
保
険
者
推
移
を
み
る
と

急
激
な
落
ち
込
み
が
あ
る
が
、
こ
の

運
営
方
式
で
６
年
間
続
け
る
の
か
。

　
　
　
　

県
が
方
針
を
定
め
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
県
の
方
針
で

は
納
付
金
の
積
算
も
含
め
３
年
に
１

度
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

県
へ
の
納
付
金
が
不
足
し

た
場
合
の
一
般
財
源
か
ら
の
繰
入

は
？

　
　
　
　

県
の
方
針
で
は
一
般
財
源

の
繰
り
入
れ
は
認
め
ず
、
赤
字
に
な

れ
ば
増
税
し
て
補
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　

提
出
者
が
改
正
料
率
を
36

年
度
の
県
の
統
一
料
率
に
設
定
し
た

根
拠
と
、
そ
の
こ
と
で
赤
字
に
な
っ

た
場
合
の
打
開
策
に
つ
い
て
提
出
者

の
考
え
は
？

　
　
　
　
　
　
　

35
年
度
ま
で
は
市

町
村
の
裁
量
に
ま
か
さ
れ
て
お
り
、

県
の
方
針
も
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
を
前
提
で
の
話
に
な
る
が
、
県

の
統
一
料
率
と
現
行
の
料
率
と
の
差

の
４
０
０
０
万
円
に
つ
い
て
は
、
赤

字
の
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
予

備
費
５
０
０
万
円
と
29
年
度
の
清
算

金
３
４
０
０
万
円
は
不
透
明
で
、
計

４
０
０
０
万
円
近
く
に
な
る
。
今
高

過
ぎ
る
の
だ
か
ら
少
し
下
げ
て
様
子

を
見
る
べ
き
。

　

赤
字
に
な
れ
ば
値
上
げ
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。安
定
し
た
国
保
へ
も
っ

て
い
く
べ
き
。

　

県
の
算
定
し
た
基
準
の
納
付
金
を

支
払
わ
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
保
税

を
下
げ
る
こ
と
で
基
金
を
取
り
崩
し

て
は
激
変
緩
和
に
対
応
で
き
な
い
。

３
年
後
の
運
営
見
直
し
ま
で
は
現
状

維
持
す
べ
き
。

　

29
年
度
の
国
保
税
引
き
上
げ
は
あ

ま
り
に
も
ひ
ど
い
。
30
年
度
も
こ
の

ま
ま
い
け
ば
、
住
民
生
活
が
も
た
な

く
な
る
。
少
し
で
も
引
き
下
げ
て
推

移
を
見
て
い
く
べ
き
。

　

高
い
保
険
料
が
理
由
で
平
群
町
を

出
て
い
き
た
い
と
考
え
る
人
が
い
る
。

県
の
統
一
化
の
際
の
料
率
に
合
わ
せ

る
べ
き
。

　

採
決
の
結
果
、
挙
手
少
数
で
否
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
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予
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告

予
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告

予
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告

一 

般 

会 

計

一 

般 

会 

計

一 

般 

会 

計

　
　
　
　

東
山
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
事
業
内
容
は
。

　
　
　
　

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
、

多
目
的
ト
イ
レ
の
新
設
、
券
売
機
の

改
良
、
誘
導
チ
ャ
イ
ム
の
設
置
等
。

２
番
線
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
・
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
・
階
段
と
な
り
、
１
番
線

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
階
段
で
対
応
し

た
い
。

　
　
　
　

町
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
予
定
は
。

　
　
　
　

町
が
主
導
的
に
幹
線
道
路

付
近
に
設
置
を
目
指
す
。

　
　
　
　

防
犯
カ
メ
ラ
付
き
飲
料
用

自
販
機
の
設
置
予
定
は
。

　
　
　
　

今
年
度
の
設
置
場
所
は
、

本
庁
前
・
あ
す
の
す
平
群
付
近
・
プ

リ
ズ
ム
へ
ぐ
り
の
３
カ
所
で
、
今
後

も
協
議
し
て
増
や
し
た
い
。

　
　
　
　

プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り
開
設
20

周
年
と
な
る
が
、
式
典
等
は
。

　
　
　
　

健
康
フ
ェ
ス
タ
の
日
に
合

わ
せ
、
全
館
的
に
式
典
を
開
催
し
た

い
。

　
　
　
　

産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業

の
内
容
は
。

　
　
　
　

妊
娠
届
を
出
さ
れ
た
妊
婦

に
対
し
、
き
め
細
や
か
な
制
度
の
説

明
や
体
調
管
理
を
行
い
、
出
産
や
育

児
に
対
す
る
保
健
セ
ン
タ
ー
（
プ
リ

ズ
ム
へ
ぐ
り
）
等
で
の
関
わ
り
を
密

に
す
る
事
業
で
あ
る
。

次
頁
に
続
く

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

こ
の
条
例
は
、
奈
良
県
国
民
健
康

保
険
保
険
給
付
費
等
交
付
金
の
交
付

及
び
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金

の
徴
収
に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
規
定
整
備

を
行
う
も
の
で
す
。

　

全
員
異
議
な
く
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

こ
の
条
例
は
、
保
険
料
率
を
改
定
す

る
こ
と
及
び
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴

い
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
改
正
に
対
し
て
、
修
正

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
、
保
険
料
率
の
改
定
に
関
し
て
、

原
案
と
異
な
る
保
険
料
率
を
提
案
し

た
も
の
で
す
。

　
　
　
　

決
算
見
込
み
で
第
６
期
終

了
時
点
で
基
金
が
約
３
億
２
３
０
０

万
円
に
も
な
る
理
由
は
。

　
　
　
　

計
画
よ
り
も
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
が
少
な
か
っ
た
。

　
　
　
　

基
金
の
内
、
町
提
案
の
１

億
５
０
０
０
万
円
取
り
崩
す
と
１
億

７
３
０
０
万
円
残
る
が
こ
れ
は
ど
う

す
る
の
か
？

　
　
　
　

７
期
最
終
年
度
の
基
金
残

高
は
１
億
５
０
０
０
万
円
か
ら
１
億

７
０
０
０
万
円
ほ
ど
で
、
基
金
は
８

期
に
活
用
し
て
い
く
。

　
　
　
　

修
正
案
の
２
億
５
０
０
０

万
円
の
基
金
取
り
崩
し
の
場
合
、
７

期
終
了
時
の
基
金
残
高
に
つ
い
て
提

出
者
の
考
え
は
？

　
　
　
　
　
　
　

過
去
の
例
を
見
て

わ
か
る
通
り
、
計
算
通
り
行
か
な
い
。

計
画
を
出
す
場
合
平
均
よ
り
高
め
に

給
付
費
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
こ
何

期
も
、
計
画
で
は
赤
字
に
な
っ
て
い

て
も
、３
年
ト
ー
タ
ル
で
赤
字
に
な
っ

た
こ
と
は
１
度
も
な
い
。
計
画
通
り

に
は
な
ら
な
い
。
新
年
度
は
赤
字
に

な
ら
な
い
し
、
３
年
間
ト
ー
タ
ル
で

基
金
は
増
え
る
だ
ろ
う
。

　

修
正
案
に
反
対

　

原
案
に
賛
成
の
討
論

　

平
群
町
の
高
齢
化
は
避
け
ら
れ
ず
、

第
７
期
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
が
増
加

傾
向
に
ふ
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

介
護
運
営
協
議
会
の
委
員
長
の
答
申

は
、
原
案
の
方
に
近
い
。
運
営
協
議

会
の
委
員
の
立
場
で
も
あ
る
。

　

修
正
案
に
賛
成

　

原
案
に
反
対
の
討
論

　

第
６
期
で
、
基
金
３
億
２
３
０
０

万
円
貯
ま
っ
て
き
た
。
少
し
で
も
還

元
し
て
い
く
べ
き
。
介
護
保
険
の
見

直
し
は
３
年
に
１
回
し
か
で
き
な
い
。

基
本
的
に
は
貯
ま
っ
た
も
の
は
次
で

返
す
べ
き
。
第
９
期
で
上
が
る
か
ら

第
８
期
で
活
用
す
る
と
い
う
考
え
方

は
間
違
っ
て
い
る
。

　

採
決
の
結
果
、
修
正
案
に
つ
い
て

挙
手
少
数
で
否
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
、
原
案
に
つ
い
て
は
、
挙
手
多

数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

委
員
長　

井
戸　

太
郎
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清
掃
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化

問
題
は
。

　
　
　
　

天
理
の
広
域
化
へ
は
参
加

し
て
い
な
い
が
、
他
の
自
治
体
と
の

勉
強
会
に
参
加
し
広
域
化
の
検
討
も

行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

有
価
物
の
集
団
回
収
助
成

金
が
、
約
２
０
０
万
円
減
っ
て
い
る

理
由
は
。

　
　
　
　

26
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少

し
て
い
る
。
雑
誌
の
分
別
が
進
ん
で

い
な
い
の
が
現
状
。

　
　
　
　

平
群
の
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド

品
を
認
定
す
る
予
定
は
。

　
　
　
　

道
の
駅
で
製
造
し
て
い
る

古
都
華
ジ
ャ
ム
の
申
請
を
受
け
る

予
定
。

　
　
　
　

国
土
調
査
の
最
終
年
度
と

今
後
の
調
査
場
所
は
。

　
　
　
　

計
画
で
は
37
年
度
に
事
業

完
了
を
目
指
し
、
今
後
は
三
里
、
上

庄
の
一
部
、
平
等
寺
、
下
垣
内
、
白

石
畑
を
調
査
予
定
。

　
　
　
　

公
園
管
理
委
託
料
で
、
遊

具
の
点
検
料
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い

の
は
。

水
道
事
業
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
毎
年
点
検
し
て

い
た
が
毎
年
同
じ
結
果
に
な
る
こ
と

か
ら
、
今
回
は
修
繕
料
を
計
上
し
、

点
検
は
２
年
に
１
回
実
施
す
る
。

　
　
　
　

公
営
住
宅
の
今
後
の
改
修

計
画
は
。

　
　
　
　

く
ろ
も
と
団
地
で
は
今
年

度
３
戸
改
修
中
で
、
30
年
度
で
３
戸

改
修
予
定
。
特
定
入
居
で
１
戸
を
確

保
し
て
い
る
の
で
計
７
戸
を
用
意

し
、
入
居
者
の
要
望
に
応
え
る
。

　
　
　
　

平
群
町
消
防
団
員
の
定
数

は
74
名
で
現
在
61
名
だ
が
、
補
充
施

策
は
。

　
　
　
　

広
報
の
募
集
掲
載
や
町
内

ス
ー
パ
ー
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、

ま
た
消
防
団
役
員
会
で
団
員
の
増
員

を
促
し
て
い
る
。

　
　
　
　

南
小
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式

化
率
が
進
展
し
て
い
な
い
の
は
。

　
　
　
　

補
助
要
望
を
上
げ
る
段
に

は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
多
目
的
ト
イ

レ
を
中
心
に
国
県
と
も
協
議
し
、
進

め
て
行
き
た
い
。

平成30年度一般会計・特別会計予算総括
（単位：千円）

 　

住宅新築資金等貸付事業特別会計

国民健康保険特別会計

農業集落排水事業特別会計

学校給食費特別会計

介護保険特別会計 保険事業勘定

奨学資金貸付事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

 水道事業収益

 水道事業費用

 資本的収入

 資本的支出

 下水道事業収益

 下水道事業費用

 資本的収入

 資本的支出

一　般　会　計  
特　別　会　計

8,510,000

12,811

2,486,300

36,600

67,022

1,747,898

923

387,098

4,738,652

554,001

653,491

73,190

114,679

318,557

386,417

334,047

334,018

平成30年度
予算案

6,740,000

21,172

3,144,346

35,600

69,378

1,832,564

923

354,575

5,458,558

509,712

625,885

183,443

180,490

1,770,000

△8,361

△658,046

1,000

△2,356

△84,666

0

32,523

△719,906

44,289

27,606

△110,253

△65,811

318,557

386,417

334,047

334,018

26.3

△39.5

△20.9

2.8

△3.4

△4.6

0.0

9.2

△13.2

8.7

4.4

△60.1

△36.5

　　 -

-

-

-

平成29年度
予算額

区　　　　　分
増減額

比　　較
増減率（％）

企　業　会　計
特 別 会 計 合 計

水道事業

下水道事業

※平成29年度下水道事業特別会計予算額　501,800千円
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水
道
事
業
会
計
予
算

水
道
事
業
会
計
予
算

水
道
事
業
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

反　

対　

討　

論

反　

対　

討　

論

賛　

成　

討　

論

賛　

成　

討　

論

　
　
　
　

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
く
ま
が
し
ク
ラ
ブ
）の
法
人
化
で
、

町
の
見
解
は
。

　
　
　
　

一
般
社
団
法
人
に
な
る
こ

と
で
、
町
を
介
さ
ず
に
助
成
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
自
立
し
た

事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　

入
湯
税
の
減
少
傾
向
の
要

因
は
。

　
　
　
　

入
湯
税
収
は
、
か
ん
ぽ
の

宿
へ
ぐ
り
の
み
で
、
30
年
３
月
よ
り

毎
週
火
曜
日
を
定
休
日
と
す
る
こ
と

で
、
週
２
日
の
宿
泊
客
減
少
に
伴
う

減
額
を
行
う
。

　

町
が
示
し
た
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
２
０
２
２
年
度
末
に
は

５
億
円
近
い
赤
字
と
な
り
、
２
０
１

９
年
度
か
ら
公
債
費
の
返
済
は
11
億

円
台
が
10
年
以
上
続
く
。
ま
た
延
長

保
育
料
、
一
時
預
か
り
保
育
料
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
コ
ミ
バ
ス
事
業
が
縮

小
す
る
状
況
は
更
な
る
人
口
減
少
を

生
み
、
町
税
減
収
に
繋
が
る
。
新
年

度
の
予
算
か
ら
文
化
セ
ン
タ
ー
図
書

館
の
建
設
予
定
を
外
し
、
保
育
料
値

上
げ
を
撤
回
し
、
子
育
て
支
援
を
実

行
す
べ
き
と
考
え
る
こ
と
か
ら
反
対

す
る
。

　

新
年
度
に
お
い
て
も
、
未
確
定
財

源
を
含
ん
だ
予
算
編
成
で
あ
る
が
、

第
５
次
総
合
計
画
や
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

に
基
づ
い
た
所
要
の
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
大
き
な
財
政
出

動
も
あ
る
が
、
安
心
し
て
住
め
る
町

づ
く
り
に
関
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
評
価
し
賛
成
す
る
。

　

厳
し
い
町
財
政
の
財
源
確
保
と
し

て
、
歳
出
で
は
コ
ミ
バ
ス
運
行
や
社

協
補
助
金
の
見
直
し
、職
員
新
規
採
用

の
凍
結
。
歳
入
で
は
普
通
財
産
の
民

間
売
却
や
デ
ジ
タ
ル
方
式
防
災
無
線

の
設
置
、
高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
な
ど
、
住
民
全
体
の
福
祉
向

上
と
な
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
予
算
執
行
に
お
い
て
、町
長
を
軸

に
職
員
一
丸
と
な
り
、最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
、

お
願
い
を
し
て
賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
挙
手
多
数
に
よ
り

原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
し

ま
し
た
。

　
　
　
　

29
年
度
の
実
質
単
年
度
収

支
は
約
１
億
円
の
黒
字
予
想
。28
年
度

収
支
か
ら
２
億
３
５
０
０
万
円
の
乖

離
が
見
込
ま
れ
る
が
、そ
の
原
因
は
。

　
　
　
　

29
年
度
は
予
想
以
上
の
前

期
高
齢
者
交
付
金
が
入
っ
て
き
た
。

　
　
　
　

広
域
化
に
お
い
て
、
県
が

算
出
し
た
税
率
と
町
の
税
率
が
か
け

離
れ
て
い
る
要
因
は
。

　
　
　
　

県
の
納
付
金
に
は
保
健
事

業
や
国
等
へ
の
返
還
金
が
含
ま
れ
て

い
な
い
た
め
、乖
離
が
生
じ
て
い
る
。

　
　
　
　

加
入
者
が
１
年
間
で
約
８

０
０
人
減
少
し
た
要
因
は
。

　
　
　
　

社
会
保
険
よ
り
国
保
税
が

高
い
た
め
、
退
職
者
が
社
会
保
険
の

任
意
継
続
を
選
択
さ
れ
る
こ
と
や
、

景
気
が
好
調
で
就
職
率
が
か
な
り
高

い
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　

も
し
減
税
を
行
い
、
町
の

国
保
会
計
が
赤
字
に
な
れ
ば
、
ど
う

な
る
の
か
。

　
　
　
　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
や

繰
上
充
用
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、県

か
ら
借
金
し
翌
々
年
度
に
増
税
し
て
、

借
金
を
返
済
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　

県
は
納
付
金
等
の
推
計
値

を
３
年
後
に
見
直
す
が
、
３
年
後
の

推
計
に
つ
い
て
町
は
ど
の
よ
う
な
見

解
か
。

　
　
　
　

現
状
の
医
療
給
付
推
計
は

低
い
伸
び
率
で
設
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
33
年
度
以
降
の
試
算
税
率
は
高

く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　

平
群
町
は
人
間
ド
ッ
グ
な

ど
他
市
町
村
よ
り
手
厚
い
保
健
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
後
は
ど

う
な
る
の
か
。

　
　
　
　

町
独
自
の
費
用
は
、
県
の

保
険
料
率
に
算
定
さ
れ
て
い
な
い
。

国
は
保
健
事
業
の
費
用
対
効
果
が
薄

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
、事
業
縮

小
の
検
討
も
必
要
。
基
金
を
保
有
し

て
お
き
、保
健
事
業
を
維
持
し
た
い
。

　

29
年
度
に
１
・
６
倍
の
大
幅
な
増

税
が
可
決
さ
れ
た
。
町
は
住
民
に
対

し
、
増
税
し
て
も
29
年
度
の
収
支
は

と
ん
と
ん
で
、
累
積
赤
字
は
２
億
５

０
０
０
万
円
に
な
る
と
説
明
し
た
。

し
か
し
、
今
年
度
末
見
込
み
の
累
積

赤
字
は
１
４
０
０
万
円
程
度
。
住
民

の
信
頼
を
回
復
し
、
暮
ら
し
を
守
る

と
い
う
点
で
は
見
直
し
を
か
け
る
べ

き
で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

　

30
年
度
の
国
保
予
算
は
県
単
一
化

の
編
成
で
あ
り
、
納
付
額
が
決
定
さ

れ
た
時
点
で
の
被
保
険
者
数
は
５
０

９
９
人
、
30
年
１
月
末
で
は
５
０
２

８
人
ま
で
減
少
し
、
こ
の
ま
ま
減
少

し
続
け
る
と
県
へ
の
納
付
金
が
確
保

で
き
な
く
な
る
。
30
年
度
で
赤
字
と

な
っ
た
場
合
は
県
基
金
か
ら
借
り
て

補
填
し
、
次
年
度
以
降
に
増
税
し
て

返
還
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
現
税

率
を
維
持
す
べ
き
と
考
え
る
こ
と
か

ら
賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
挙
手
多
数
に
よ
り

原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
し

ま
し
た
。

　
　
　
　

石
綿
管
の
今
後
の
改
修
計

画
は
。

　
　
　
　

町
内
の
石
綿
管
は
約
２
・

４
㎞
残
っ
て
お
り
、
30
年
度
は
越
木

塚
、
福
貴
、
福
貴
畑
で
布
設
替
え
と

漏
水
調
査
を
行
う
計
画
。

　

審
議
の
結
果
、全
員
異
議
な
く
原
案

ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

次
頁
へ
続
く

9 平成30年5月1日発行
平群 議会だより No.265

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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緑
ヶ
丘
地
区
の
現
状
と
今

後
の
予
定
は
。

　
　
　
　

全
体
的
に
下
水
管
そ
の
も

の
が
痛
ん
で
お
り
、宅
地
ま
で
の
取
り

付
け
管
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
状

況
。緑
ヶ
丘
地
区
は
雨
水
管
と
汚
水
管

が
並
ん
で
敷
設
さ
れ
て
お
り
、大
量
の

雨
水
が
汚
水
管
に
進
入
す
る
大
変
な

状
況
で
あ
る
が
、で
き
る
だ
け
早
く
公

共
下
水
道
に
接
続
で
き
る
よ
う
調
査

し
な
が
ら
修
理
も
進
め
る
。

反　

対　

討　

論

賛　

成　

討　

論

　

審
議
の
結
果
、全
員
異
議
な
く
原

案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
し
ま

し
た
。

　
　
　
　

地
産
地
消
事
業
の
現
状
と

今
後
の
見
通
し
は
。

　
　
　
　

地
元
農
家
の
高
齢
化
に
よ

り
量
的
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、給

食
に
溶
け
込
ま
せ
る
よ
う
な
献
立
で

積
極
的
に
地
元
野
菜
を
多
く
使
え
る

よ
う
に
生
産
者
と
調
整
し
、よ
り
多
く

使
え
る
見
込
み
。

　

審
議
の
結
果
、全
員
異
議
な
く
原

案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
し
ま

し
た
。

　
　
　
　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、近

隣
の
保
険
料
は
。

　
　
　
　

第
６
期
は
広
域
７
町
で
３
番

目
に
安
く
、生
駒
郡
で
は
一
番
安
い
。金

額
は
河
合
町
４
９
０
０
円
、上
牧
町
５

２
０
０
円
、平
群
町
５
２
２
８
円
、三
郷

町
５
２
５
０
円
、斑
鳩
町
５
３
５
９
円
、

王
寺
町
５
４
６
０
円
、安
堵
町
５
７
０

０
円
。

　

第
６
期
の
納
付
金
は
計
画
の
85
％
と

な
り
、今
年
度
末
の
基
金
残
高
見
込
み

は
３
億
２
３
０
０
万
円
。こ
の
基
金
は

１
号
被
保
険
者
に
還
元
す
べ
き
も
の
で

あ
る
。し
か
し
新
年
度
予
算
で
は
１
億

５
０
０
０
万
円
の
還
元
に
留
ま
っ
て
お

り
納
得
で
き
な
い
の
で
反
対
す
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

下
水
道
事
業

　
　

会
計
予
算

下
水
道
事
業

　
　

会
計
予
算

下
水
道
事
業

　
　

会
計
予
算

介
護
保
険
特
別

　
　

会
計
予
算

介
護
保
険
特
別

　
　

会
計
予
算

介
護
保
険
特
別

　
　

会
計
予
算

学
校
給
食
費

特
別
会
計
予
算

学
校
給
食
費

特
別
会
計
予
算

学
校
給
食
費

特
別
会
計
予
算

　

30
年
２
月
20
日
に
第
７
期
平
群
町

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、基
金
の
取
り
崩
し
額
を
１

億
円
か
１
億
５
０
０
０
万
円
と
し
、町

長
に
答
申
さ
れ
た
。高
齢
化
が
進
み
１

号
被
保
険
者
並
び
に
認
定
者
の
増
加

に
伴
い
、給
付
費
も
増
と
な
る
。第
８

期
、第
９
期
の
給
付
費
増
も
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、挙
手
多
数
に
よ
り
原

案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
し
ま

し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会　
　
　

委
員
長　
　

山
本　

隆
史

一般質問
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町政を問う！
一般質問一覧一般質問一覧一般質問一覧

1．平群町の運転免許証返納推進、無責任では？
2．町の「いばらの道を進む」と言う答弁、

いばらの道を進むのは、誰か？
3．平群駅前の周辺整備事業の予想外の町の

大幅負担、この「責任」は誰がとる？
4．この状況下で、急いで公民館建設決定し

「いばらの道」を選んだ結果、平群町が
破綻した場合、「責任」は誰がとる?

1．官学連携の充実について
2．「観光大使」制度の導入を
3．公用車にドライブレコーダーの設置を

植田議員

1．人口減を考え親、子世帯の「近・隣・同居」を

井戸議員

髙幣議員

1．平群町水道事業の将来性、方向性について
2．椿井城登城路の整備
3．椿井城北郭について

1．高齢者運転免許自主返納者支援事業要綱
について

2．給食費の一部助成を
3．公有財産の不動産管理について
4．平群駅西特定土地区画整理事業について
5．公共交通空白地域の解消へ

城内議員

馬本議員

1．障がいを持つ人びとの生き生きとした生
活の保障を

2．延長保育料大幅引き上げは見直しを
稲月議員

1．（仮称）子ども未来課の創設で、きれ目
ない子育て支援を

2．ＳＮＳを活用したいじめなどの相談体制
の構築を

3．子ども医療費の窓口無料化の早期実施を
4．学校給食費の無償化について
5．コミバス運行の利便性向上へ抜本的な見

直しを
6．竜田川駅バリアフリー化の早期実施を

窪　議員

森田議員

山口議員

1．町財政の今後の見通しについて
2．小中学校へのエアコン設置と早期のトイ

レ改修を
3．コミバス運行についての提案
4．椹原の農地への土砂等不法投棄の早期改善を

1．駅周事業は失敗では
2．平群町が潤う観光開発を
3．災害時の避難場所の開設基準は

1．多子世帯の給食費補助制度の創設について
2．ごみ減量の推進について

下中議員
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下
水
道
事
業

　
　

会
計
予
算

介
護
保
険
特
別

　
　

会
計
予
算

学
校
給
食
費

特
別
会
計
予
算

町政を問う！一般質問一般質問一般質問

答
弁

　

本
町
は
、
京
阪
神
方
面
か

ら
近
く
、
近
場
で
手
軽
な
観

光
地
と
し
て
、
町
外
か
ら
も

多
く
の
方
が
来
ら
れ
ま
す

が
、
平
群
町
の
知
名
度
は
、

ま
だ
ま
だ
低
い
状
況
で
す
。

こ
の
知
名
度
を
よ
り
上
げ
る

た
め
に
、
現
在
、
様
々
な
情

報
手
段
で
情
報
発
信
さ
れ
て

い
る
が
、
さ
ら
に
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
る
方
策
と
し

て
、
観
光
大
使
制
度
の
導
入

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
ま

す
。

　

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
各
分
野
で
活
躍
さ
れ

質
問

「
観
光
大
使
」
制
度
の
導
入
を

て
い
る
町
出
身
者
や
ゆ
か
り

の
あ
る
人
に
、
観
光
大
使
を

お
願
い
し
、
職
域
や
自
分
の

活
動
場
面
で
、
平
群
町
の
良

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
う
こ
と

で
す
。

　

ま
た
、
町
内
在
住
の
方
に

は
、
大
使
を
公
募
し
て
、
数

名
の
方
に
就
任
し
て
い
た
だ

き
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に

積
極
的
に
参
加
し
て
盛
り
上

げ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
町
の
魅
力

を
町
内
外
に
広
く
発
信
し
て

い
く
た
め
に
「
観
光
大
使
」

制
度
を
早
期
に
導
入
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

　
「
観
光
大
使
」
制
度
の
導

入
は
、
平
群
町
の
魅
力
を
多

く
の
方
に
知
っ
て
頂
き
、
知

名
度
ア
ッ
プ
に
大
き
な
効
果

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
ど
の
よ
う
な
方
が

観
光
大
使
に
相
応
し
い
の

か
、
ま
た
、
地
域
住
民
を
対

象
と
し
た
ふ
る
さ
と
大
使
も

含
め
て
検
討
し
て
参
り
た

い
。

　

高
齢
化
率
37
％
、坂
の
多
い

平
群
町
で
は
、コ
ミ
バ
ス
な
ど

の
地
域
公
共
交
通
の
充
実
が

求
め
ら
れ
る
が
、こ
れ
ま
で
小

手
先
の
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の

改
編
で
利
用
者
は
減
少
し
て

き
た
。新
年
度
か
ら
は
さ
ら
に

「
財
政
健
全
化
」を
理
由
に
バ

ス
を
３
台
か
ら
２
台
に
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。こ
の
結
果
、

便
数
が
大
幅
に
減
り
、利
便
性

が
悪
化
し
、益
々
利
用
し
に
く

い
も
の
に
な
る
と
危
惧
す
る
。

　

そ
こ
で
次
の
改
善
策
を
提

案
す
る
。

①
15
人
乗
り
の
小
型
バ
ス
で

　

１
時
間
ご
と
に
１
便
、南

　

部
･
西
部
･
北
部
の
３

　

ル
ー
ト
に
。

②
各
ル
ー
ト
を
右
周
り
と

　

左
回
り
の
交
互
に
運
行

　

す
る
。

③
す
べ
て
の
起
点
を
平
群
駅

　

前
に
し
て
乗
り
換
え
が
で

　

き
る
よ
う
に
す
る
。

　

①
小
型
化
は
現
在
、通
学

用
と
し
て
も
利
用
し
て
い
る

の
で
、登
下
校
に
支
障
が
な

い
か
の
検
討
が
必
要
で
あ

り
、４
月
改
正
の
運
行
状
況

を
２
年
間
程
度
検
証
し
た

う
え
で
検
討
す
る
。

　

②
右
周
り
、左
回
り
の
交

互
運
行
に
つ
い
て
も
小
型
化

が
前
提
な
の
で
改
正
ル
ー

ト
の
運
行
を
検
証
し
た
上

で
検
討
す
る
。

　

③
平
群
駅
を
起
終
点
に

す
る
こ
と
で
ル
ー
ト
や
ダ
イ

ヤ
の
わ
か
り
や
す
さ
だ
け
で

は
な
く
、他
の
交
通
機
関
へ

の
乗
り
継
ぎ
な
ど
の
利
便

性
か
ら
も
今
後
必
要
と
考

え
る
が
、改
正
ル
ー
ト
の
運

行
を
検
証
し
た
上
で
検
討

し
て
い
く
。

コミバス運行についての提案

質
問

答
弁

下中　一郎

山口　昌亮
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一般質問 町政を問う！一般質問一般質問一般質問

答
弁

　

子
ど
も
の
貧
困
問
題
、子

育
て
支
援
や
定
住
し
た
い
環

境
や
、「
食
育
」の
観
点
か
ら

全
国
的
に
学
校
給
食
費
の
全

額
無
償
化
（
全
国
83
市
町
村

実
施
）
や
半
額
補
助
な
ど
の

自
治
体
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。出
生
率
が
県
下
一
低
く
、

15
歳
以
下
の
人
口
も
近
隣
で

は
低
い
平
群
町
。若
い
世
帯

の
定
住
化
は
、今
後
の
町
づ
く

り
に
非
常
に
重
要
と
考
え
ま

す
。
現
在
、多
子
世
帯
へ
の

質
問 多

子
世
帯
の
給
食
費
補
助

制
度
の
創
設
に
つ
い
て

支
援
と
し
て
実
施
し
て
い
る

第
3
子
以
降
の
保
育
料
と

学
童
保
育
料
無
料
化
に
加

え
、学
校
給
食
費
の
多
子
世

帯（
町
立
小
中
学
校
に
3
人

以
上
が
在
籍
）の
3
人
目
以

降
、児
童
生
徒
の
給
食
費
無

償
化
制
度
を
創
設
し
、安
心

し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
整
備
し
て
、若
い
世

帯
の
定
住
促
進
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
求
め
ま
す
。（
対
象
児

童
・
生
徒
47
人
、
費
用
：
約

2
2
0
万
円
）

　

全
国
的
に
給
食
費
の
無
償

化
や
補
助
の
拡
大
を
検
討
す

る
自
治
体
が
で
て
き
て
い

る
。教
育
委
員
会
も
子
育
て

世
代
の
負
担
軽
減
は
、本
町

の
子
育
て
施
策
に
有
効
な
手

法
と
考
え
る
が
、ま
ず
は
給

食
の
質
を
下
げ
ず
に
、給
食

費
の
値
上
げ
を
し
な
い
よ
う

に
努
め
、地
元
野
菜
の
積
極

的
な
導
入
を
図
る
な
ど
で
食

育
を
進
め
、今
後
、国
や
県
の

動
向
も
注
視
し
、調
査
・
研
究

し
て
い
き
た
い
。

植田　いずみ

　

平
群
町
は
、平
群
駅
前
公

民
館
建
設
に
伴
い
大
き
な
負

債
を
背
負
う
。計
画
で
は
負

債
約
１
５
０
億
円
ま
で
膨
ら

む
。Ｈ
３０
年
２
月
末
、新
た
に

大
き
な
財
政
負
担
が
生
じ
る

事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。駅
周

辺
整
備
事
業
の
負
担
約
３
億

円
。公
民
館
建
設
費
用
約
３

億
円
ア
ッ
プ
。ト
ー
タ
ル
６
億

円
。そ
こ
か
ら
ま
だ
１
か
月
も

経
っ
て
い
な
い
。こ
の
状
況
で

建
設
の
早
急
な
決
定
は
、常

識
的
に
あ
り
得
な
い
。こ
こ
ま

で
急
ぐ
必
要
も
な
い
は
ず
。

　

町
の
資
料
か
ら
解
釈
す
る

と
、急
な
建
設
で
、運
が
悪
け

れ
ば
２
年
後
に
破
綻
。予
定

通
り
に
行
か
な
け
れ
ば
３
年

後
に
破
綻
。順
調
で
も
５
年

後
に
破
綻
と
な
る
。

　

私
は
、こ
の「
急
い
で
の
建

設
」が
原
因
で
平
群
町
が「
破

綻
す
る
、破
綻
し
な
く
と
も

事
実
上
の
破
綻
状
態
に
陥

る
」と
予
想
す
る
。何
れ
に
せ

よ
、こ
の
決
定
の
責
任
は
と
て

つ
も
な
く
重
い
。

　

さ
て
、破
綻
も
し
く
は
破

綻
状
態
に
陥
っ
た
場
合
、こ
の

責
任
は
誰
が
と
る
の
か
？

（※

町
長
の
任
期
は
１
年
を

切
っ
て
い
る
）

　

最
終
責
任
は
町
長
が
と
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。財
政
破

綻
し
な
い
よ
う
に
、任
期
満

了
ま
で
頑
張
り
た
い
。

急いで公民館建設し
平群町破綻、責任は誰？

質
問

答
弁

井戸　太郎
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町政を問う！一般質問一般質問一般質問 一般質問

答
弁

　

人
口
増
の
政
策
と
し
て
、子

育
て
プ
ラ
ン
で
す
。移
住
す
る

な
ら
親
の
近
く
隣
り
同
居
で

す
。国
の
調
査
で
は
親
子
と

祖
父
母
と
の
近
・
隣
・
同
居
が

多
い
。子
ど
も
の
緊
急
時
の

対
応
や
不
在
時
の
サ
ポ
ー
ト

が
高
い
と
言
わ
れ
今
、各
地

自
治
体
で
は
住
宅
購
入
や
増

改
築
、引
越
し
費
用
の
助
成

支
援
策
で
人
口
の
取
り
合
い

で
す
。特
に
若
年
世
代
家
庭

に
対
し
て
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
す
。

質
問 人

口
減
を
考
え　

親
、子
世
帯
の「
近
・
隣
・
同
居
」を

　

本
町
の
子
育
て
支
援
の
第
一

歩
と
し
て
近
隣
同
居
の
次
世

代
育
成
住
宅
助
成
制
度
で
子

育
て
の
平
群
と
し
て
欲
し
い
。

　

人
口
減
を
考
え
親
子
世
帯

の
近
隣
同
居
に
つ
い
て
、平
成

28
年
３
月
に
策
定
し
た
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
定
住
化
促
進
の
取

組
で
３
世
代
同
・
近
居
へ
の
支

援
と
施
策
を
行
っ
て
い
る
。親

子
と
祖
父
母
世
帯
は
協
力
し

合
う
生
活
の
促
進
で
あ
り
、

親
子
が
祖
父
母
世
帯
の
医
療

や
介
護
等
の
手
助
け
を
行
え

る
家
族
の
役
割
分
担
が
可
能

に
な
る
。定
住
促
進
奨
励
金

と
同
様
に
個
人
給
付
で
他
事

業
と
の
整
合
性
や
、又
、現
在

実
施
中
の
定
住
促
進
奨
励
金

制
度
が
平
成
30
年
度
迄
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、検
証
分

析
を
し
て
調
査
・
研
究
し
た
い

と
考
え
る
。

髙幣　幸生

　

町
の
財
政
負
担
が
大
き
い

駅
周
事
業
は
、今
頃
に
な
っ
て

小
学
校
、役
場
等
の
公
共
用

地
の
減
歩
率
の
関
係
で
、増

し
換
地
の
清
算
で
、町
が
３
億

１
３
０
０
万
円
の
拠
出
、負
担

と
保
留
地
が
９
箇
所
に
点
在

し
て
い
る
事
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、昨
年
作
成

の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
よ

り
悪
化
し
、町
有
地
が
計
画

通
り
売
却
で
き
な
か
っ
た
り
、

保
留
地
の
売
却
差
損
の
発
生

や
突
発
的
な
歳
出
が
発
生
し

た
り
、歳
入
が
狂
う
と
早
期

再
建
ラ
イ
ン
を
超
え
る
の
で

は
。ま
た
、公
債
費
（
借
金
返

済
）は
平
成
31
年
度
か
ら
10

年
近
く
11
億
円
を
超
え
る
。

　

そ
こ
で
、①
関
係
者
の
役

割
と
機
関
決
定
方
法
②
清
算

金
の
発
生
す
る
事
を
知
っ
た

時
期
③
平
群
駅
改
修
計
画
④

町
へ
の
経
済
効
果
の
検
証
⑤

町
財
政
へ
の
影
響
⑥
工
事
遅

延
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
の

影
響
は
。

　

①
事
業
執
行
責
任
は
駅
周

組
合
で
、重
要
な
事
項
は
総

会
、理
事
会
で
機
関
決
定
し

て
い
る
。
ま
た
町
駅
担
当
は

組
合
へ
の
技
術
支
援
、指
導

監
督
②
町
長
を
含
め
て
町
職

員
が
知
っ
た
の
は
１
月
③
交

渉
中
で
。④
今
の
と
こ
ろ
検

証
す
る
予
定
が
な
い
⑤
早
期

健
全
化
ラ
イ
ン
を
超
え
る
可

能
が
高
い
⑥
補
助
金
対
象
の

代
替
え
で
対
応
で
き
る
。

駅周事業は失敗では

質
問

答
弁

森田　勝
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一般質問 町政を問う！一般質問一般質問一般質問

答
弁

答
弁

　

H
30
年
度
か
ら
コ
ミ
バ
ス

運
行
は
３
台
か
ら
２
台
に
減

車
、高
齢
者
や
運
転
免
許
返

納
者
等
の
対
策
と
し
て
、コ
ミ

バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
並
行
運
行
を
す
べ
き
と
思

い
ま
す
。

　

①
コ
ミ
バ
ス
の
新
運
行
評

価
基
準
は
出
来
て
い
ま
す

か
。又
、前
年
度
よ
り
利
用
者

減
が
予
想
さ
れ
ま
す
。新
運

行
評
価
基
準
は
、現
行
基
準

よ
り
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
す
る

こ
と
は
町
の
財
政
問
題
を
無

視
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
。

　

②
自
家
用
の
ワ
ン
ボ
ッ
ク

質
問 公

共
交
通
空
白
地
域
の
解
消
へ

ス
カ
ー
（
10
人
乗
り
）２
台

を
リ
ー
ス
し
運
行
す
れ
ば
年

間
約
１
千
万
円
位
で
運
行
で

き
る
の
で
は
。（
白
ナ
ン
バ
ー

に
よ
り
利
用
料
金
は
無
料
）

　

③
３
台
が
２
台
に
な
り
公

共
交
通
の
ま
ち
づ
く
り
は
後

退
、町
の
間
違
っ
た
政
策
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。そ
こ
で
、ワ

ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
と
コ
ミ
バ
ス

を
運
行
し
て
こ
そ
公
共
交
通

空
白
地
域
解
消
と
な
り
ま

す
。速
や
か
に
並
行
運
行
を

す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
。

　

①
新
運
行
評
価
基
準
は
出

来
て
い
ま
せ
ん
、速
や
か
に
作

成
し
ま
す
。

　

②
約
１
４
０
０
万
円
（
２

台
購
入
・
運
転
手
・
シ
ス
テ
ム

使
用
料
等
）

　

③
コ
ミ
バ
ス
運
行
の
状
況

を
２
年
間
程
度
検
証
又
、デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
し

て
い
く
。

城内　敏之

　

今
回
の
予
算
編
成
を
見
る

と
き
、多
難
の
道
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

そ
ん
な
折
、奈
良
県
水
道

局
の
、「
県
水
道
の
一
体
化
」の

計
画
が
あ
る
と
知
っ
た
。

　

そ
の
内
容
や
、ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
、そ
れ
に
対
す
る
町
水

道
局
の
考
え
を
お
聞
き
す

る
。

　

県
域
水
道
一
体
化
に
向
け

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、

平
成
30
年
度
に
県
と
市
町
村

に
よ
る
検
討
会
を
発
足
さ

せ
、翌
31
年
度
に
は
協
議
会

を
発
足
。
32
年
度
に
覚
書
の

締
結
と
、一
体
化
施
設
整
備
計

画
の
策
定
。
33
年
度
か
ら
一

体
化
に
向
け
て
の
施
設
整
備

事
業
を
開
始
。
36
年
度
に
経

営
母
体
設
立
基
本
協
定
を
締

結
し
、平
成
38
年
度
に
県
水

道
と
市
町
村
水
道
が
一つ
の
企

業
団
と
し
て
経
営
統
合
さ
れ

る
予
定
。

　

町
と
し
て
県
域
水
道
一
体

化
に
つ
い
て
期
待
で
き
る
点

は
、県
内
の
浄
水
場
の
統
廃

合
や
配
水
池
の
相
互
利
用
に

よ
り
施
設
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ

ン
グ
化
が
可
能
に
な
り
、施

設
更
新
費
用
が
縮
減
出
来

る
。ま
た
、昨
今
の
職
員
数
の

減
少
傾
向
に
も
対
応
で
き
る

と
考
え
る
。

　

県
域
水
道
一
体
化
に
関
す

る
具
体
的
な
こ
と
は
、今
後
、

県
と
市
町
村
が
協
議
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

平群町水道事業の将来性、
方向性について

質
問

馬本　隆夫
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町政を問う！一般質問一般質問一般質問 一般質問

答
弁

　

い
よ
い
よ
東
山
駅
が
30
年

度
内
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

完
成
。残
る
は
竜
田
川
駅
の

み
で
駅
員
不
在
で
改
札
か
ら

ホ
ー
ム
ま
で
11
段
の
階
段
の

た
め
高
齢
者
の
方
や
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
々
が
安
心
し

て
利
用
で
き
な
い
現
状
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
か
ら
竜
田
川
駅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い

て
何
度
も
一
般
質
問
を
す
る

中
、昨
年
６
月
議
会
で
は「
近

質
問 竜

田
川
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

早
期
実
施
を

鉄
本
社
と
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
協
議
し
、実
現
可
能

で
あ
れ
ば
積
極
的
に
進
め
た

い
」
と
前
向
き
な
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。竜
田
川
駅
の
段

差
解
消
に
向
け
一
日
も
早
く
、

取
り
組
む
こ
と
が
住
民
の
願

い
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
近
鉄

と
の
協
議
内
容
な
ど
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。

昨
年
６
月
議
会
の
一
般
質

問
以
降
、７
月
と
12
月
に
近

鉄
と
会
議
を
行
い「
小
規
模

な
簡
易
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
」も

含
め
早
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
検
討
を
依
頼
。７
月
に
現

地
確
認
し
て
頂
く
中「
改
札

と
階
段
が
狭
く
は
な
る
が
、バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
は
可
能
で
あ

る
」と
回
答
を
頂
く
。

今
年
2
月「
近
鉄
生
駒
線

利
用
者
促
進
協
議
会
」で
は

「
3
0
0
0
人
以
上
の
利
用

者
が
な
い
た
め
、優
先
順
位
に

は
な
ら
な
い
が
、対
象
人
数
が

国
で
改
正
さ
れ
た
場
合
、事

業
を
進
め
た
い
」と
回
答
が
あ

り
引
き
続
き
協
議
し
、利
便

性
向
上
に
努
め
た
い
。

　

こ
ど
も
園
で
は
保
育
標
準

時
間
認
定
は
11
時
間
、保
育

短
時
間
は
８
時
間
以
内
の
保

育
を
受
け
、保
護
者
の
就
労

時
間
、通
勤
時
間
に
応
じ
て

特
別
保
育
と
し
て
７
時
半
か

ら
８
時
半
の
延
長
保
育
（
月

額
５
百
円
）が
利
用
で
き
た
。

し
か
し
、町
は
今
年
４
月
か
ら

は
１
日
２
百
円
、月
額
現
行
の

６
倍
に
あ
た
る
３
千
円
に
改

定
し
た
。

　

延
長
保
育
利
用
者
は
こ
の

こ
と
を
何
の
説
明
も
な
く「
園

だ
よ
り
」２
月
号
で
初
め
て
知

ら
さ
れ
、「
６
倍
も
の
大
幅
引

き
上
げ
」に
驚
き
、生
活
不
安

の
思
い
を
大
き
く
さ
せ
て
い

る
。「
町
の
子
育
て
応
援
に
期

待
し
家
を
建
て
た
。こ
れ
で
は

詐
欺
だ
」「
３
人
目
を
４
月
か

ら
預
け
て
仕
事
に
復
帰
。延
長

保
育
料
だ
け
で
９
千
円
に
も
。

こ
れ
な
ら
３
人
目
は
あ
き
ら

め
た
ら
よ
か
っ
た
。」
等
の
怒

り
の
声
が
届
い
て
い
る
。

　
「
子
育
て
支
援
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
」の
町
を
誇
り
に
、女
性
の

社
会
進
出
を
応
援
し
、安
心

し
て
通
勤
で
き
る
よ
う
に
、延

長
保
育
料
を
見
直
す
よ
う
要

望
す
る
。

　

本
町
の
延
長
保
育
料
は
改

正
後
も
近
隣
町
に
比
べ
て
安

価
で
、サ
ー
ビ
ス
提
供
に
必

要
な
経
費
の
一
部
負
担
と
し
て

適
正
な
使
用
料
と
な
る
様
お

願
い
す
る
も
の
。今
後
も
他

の
子
育
て
支
援
策
と
併
せ
て

実
施
す
る
中
で
子
育
て
支
援

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
す
。

延長保育料大幅引き上げは
見直しを

質
問

答
弁

稲月　敏子

窪　和子

15 平成30年5月1日発行
平群 議会だより No.265

議会だより265-3.indd   15議会だより265-3.indd   15 18/04/17   10:5918/04/17   10:59



平
群
  議
会
だ
よ
り

平
成
3
0
年
5
月
1
日

N
o. 265

3月
定
例
会

発
行
／
平
群
町
議
会
  編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

〒
636-8585  奈

良
県
生
駒
郡
平
群
町
吉
新
1-1-1

TEL  0745-45-0012  FA
X
  0745-49-0145

E-m
ail gikai@

tow
n.heguri.nara.jp

編 

集 

後 

記

　

深
緑
の
季
節
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
春
、
ホ
ッ
ト
な

話
題
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

　

へ
ぐ
り
道
の
駅
の
「
古
都

華
パ
フ
ェ
」
が
イ
ン
ス
タ
な

ど
の
S
N
S
等
で
ア
ッ
プ
。

ま
た
今
年
初
め
て
竜
田
川

で
「
夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」

や
「
鯉
の
ぼ
り
が
大
空
を
舞

う
」
な
ど
が
実
施
さ
れ
、沢

山
の
皆
さ
ま
が
、『
平
群
が

ん
ば
っ
て
い
る
な
！
』な
ど

の
お
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
陰
に
は
、平
群
を
盛

り
上
げ
た
い
と
常
に
思
わ

れ
る
生
産
者
の
方
々
や
実

施
し
て
頂
い
た
「
竜
田
川
ま

ほ
ろ
ば
遊
歩
道
」
整
備
構
想

推
進
協
議
会
の
皆
様
、ご
協

力
頂
い
た
地
域
の
皆
様
、ま

た
町
職
員
の
ご
苦
労
の
お

か
げ
で
す
。

　

課
題
が
多
い
時
こ
そ
、皆

で
力
を
合
わ
せ
、笑
顔
で
前

に
進
む
こ
と
が
、未
来
の
子

ど
も
た
ち
に
今
、私
た
ち
が

残
せ
る
こ
と
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。

窪　

記

町の話題

“赤､ピンク､白”人気の３色いちご
　｢赤とピンクと白」と言えば？テレビや新聞に取り上げられるな
ど、いま平群町で最も注目されています。答えは「いちご」。品種
名は古都華(赤)､淡雪(ピンク)､パールホワイト(白)。
　パールホワイトは県内で生まれた新品種。希少性と品質を守る
ため栽培を認められているのは県内では６農家だけで、町内では
２農家。その一人、農業一筋25年､いちご栽培７年の東伸幸さん
(福貴､47歳)は昨シーズンから淡雪、今シーズンからパールホワイト
を栽培。｢大阪の市場から百貨店など国内だけでなく中国や台湾､
香港､シンガーポールなどの海外にも輸出されるようで､とくに春
節(旧暦の正月)前は注文がすごかった」と言います。
　パールホワイトと淡雪は､古都華に比べて販売価格は高いもの
の、収穫量は低いため、収穫量を増やすことが今後の課題。味
は、酸味の少ない甘みのある品の良い味わいで、まったくの「別
物」とのこと。
　町内の道の駅｢大和路へぐりくまがしステーション」では３品種が
そろった商品が販売され､毎日「すべて完売」する人気ぶりです。
　みなさんも、お土産や贈答用にも最適で、｢インスタ映え｣する
赤､ピンク､白のいちごセットで「平群」を全国に発信してみてはい
かがでしょうか。

山口　記
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西脇洋貴
３月３１日付退職
（前　監査委員事務局事務職員
兼議会事務局事務職員）
※４月１日付で副町長に就任

ご
意
見
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　本紙へご意見をお寄せく
ださい。今後の紙面作りに活
用させていただきます。
＊ＦＡＸ　４９-０１４５
＊メール
gikai@town.heguri.nara.jp

議会事務局
　　  職員の異動

訂正とお詫び
　前号「Ｎo.２６４」の記事に間違
いがありました。
　６頁の４段目『一時預かり事業
の実施に関する条例の一部改正』
で「３歳以上児が１０００円を１３００
円に引き上げるもの」とありまし
たが、「１２００円に引き上げる」の
間違いでした。訂正してお詫びい
たします。
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